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教
義
の

翻
訳
は
ま
さ
し
く
テ

キ

ス

ト

化
さ
れ

た
教
え
や

語
り
を
対
象
地

域
の

言
語
に

翻
訳
す
る
こ

と

で

あ
る

。

し

か
し
布
教
活
動
が

進
み、

共
同

体
が
形
成
さ
れ
る
と
、

儀
礼
の

必
要
性
も
自

ず
と

高
ま
っ

て

く
る

。

天
理

教
の

儀
礼
は
、

海
外
で

も
国
内
で

も
同
じ
方

法
で

執
り
行
わ

れ
る

。

こ

の

儀
礼
の

翻
訳
は．
言

葉
の

翻
訳
と

は

事
態
が
異
な
る。

例
え
ば

、

天
理

教
の

礼
拝
方
法
は

タ

イ
に

は

存
在
し
な
い

た

め、

タ
イ
の

慣
習
に

あ
っ

た

形
式

に

変
更
せ

ず
に

そ
の

ま
ま
行
わ

れ
る

。

儀
礼
の

所
作
に

は

意
味
が

あ

り、

そ
の

意
味
を
タ

イ
の

慣
習
に

合
う
よ

う
に
変
更
す
る

こ

と
が

「

儀
礼
」

の

翻
訳
と
な
る

の

で

あ
ろ

う
が
、

こ

の

儀
礼
の

翻
訳
は

言
葉
の

翻
訳
以
上

に

困
難
だ
と

言
え
る

。

　

さ
ら
に

天
理

教
教

義
が

タ

イ
に

受
容
さ
れ

て

い

る

か
を
判

断
す
る

指
標

と
し
て

訳

語
か
ら

発
生
し

た
タ

イ

語
が

あ
る

か
を
見
て

い

き
た
い

。

例
え

ば
聖
書
が
語
源
の．
言

葉
と
い

う
の

は

日

本
語、

タ

イ
語
に

見
る
こ

と
が

出

来
る

。

こ

れ
は
聖
書
の

訳
文
が

受
容
さ
れ

、

対
象
地
域
に

定

着
し
た
成
果

と

考
え
ら
れ
る

。

そ
れ

を
天
理
教
の

タ

イ

語
訳
に

対
応
さ
せ
て

見
て

い

く

と
、

天
理
教
の

訳
語
が

語
源
と
な
る

タ
イ
語
は

現
在
で

は

見
る
こ

と

が
で

き
な
い

。

し
か
し
天
理
教
の

信
仰
者
の

中
で

浸
透
し

て

い

る
天
理
教
用
語

は

徐
々

に

増
え
て

来
て

い

る

た
め、

今
後
の

考
察
の

課
題
と

な
る

で

あ
ろ

・
つ

。

　
こ

の

よ

う
に

宗
教
に

関
す
る
言
葉
や
行
為
の

翻
訳
と

布
教
は

相
容
れ

な

い

領
域
の

よ

う
で

あ
る

が
、

こ

の

二

つ

が

相
互

に
接
近

す
る

部
分
を

考
察

す
る

こ

と
で

異
文
化
布
教
の

新
し

い

側
面
を

見
い

だ

す
こ

と
が

可

能
と
な

り
、

今
後
多
角
的
に

異
文
化
布
教
を
と
ら

え
る

た

め

の

足

場
と
な
る

で

あ

ろ

う
。

植
民
地

布
教
の

実
態
と

虚
像

　

　
　

朝
鮮
布
教
統
計
表
の

解
析
か
ら

工

　
藤
　
英
　
勝

　
一

九
］

○

（

明

治
四
三
）

年
八

月
、

日

本
国
に

よ

る

「

韓
国
併
合
」

が

発
効
し

て

か

ら
、

百
一

年
目
を
迎
え
る

今
日

で

も
、

こ

の

条
約
に
対
す
る

歴
史
認
識
は

当
事
者
間
で

共
有
さ
れ

て

い

な
い

。

　
「

韓
国
併

合
」

は
そ
の

後
の

実

態
か

ら
す
れ

ば
、

単
な
る

政

治
的
事
件

に

と
ど
ま
ら

ず
、

民
族

、

経

済
、

文
化

、

教
育
と
り
わ

け
宗
教
も
巻
き
込

ん

だ

構
造
的
ジ

ェ

ノ

サ
イ
ド
で

あ
る

と

筆
者
は

考
え
る

。

　
こ

の

植

民
地
統
治
に
お
い

て
、

日

本
宗
教
の

果
た
し
た
役
割
や
位
相
に

つ

い

て

は、

こ

れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の

個
別
の

論
及
は

あ
る
も

の

の
、

い

ま
だ

に
そ
の

実
態
と

全
貌
が
明
ら
か
に

な
っ

て
い

る
と

は
言
い

が
た

い
。

　
本
稿
で

は
、

朝
鮮
総
督
府
に

よ

る

朝
鮮
布
教
統
計
の

デ
ー

タ

に

も
と
つ

い

て
、

そ
の

数
値
か
ら

日
本
国
の

統
治
下
に
あ
っ

た

朝
鮮
エ

リ
ア

の

宗
教

団
体
の

実
態
を

解
析
す
る

。

　
日
本
宗
教
（

神
道
・

仏
教
・

基
督
教）

の

朝
鮮
布
教
に

対
す
る

歴
史
評

価
に

つ

い

て

は
、

支
配

者
側
と

被
支
配
者
側
ま
た

は

ア

ジ

ア
・

太
平
洋
戦

争
の

前
後
と
で

は

対
照

的
な

評
価
が

あ
る

わ

け
だ
が

、

筆
者
は

日

本
宗
教

の

役
割
や
実
態
に

つ

い

て

は

あ
る

種
の

虚

像
や

幻
想
が

共
通
し

て

存
在
し

て

い

る

と

考
え
る

。

つ

ま

り
、

肯
定
的
な

文
脈
で

あ
れ
、

否

定
的

な
そ
れ

で

あ
れ

、

日

本

宗
教
の

教
勢
と

実
態
に

つ

い

て

過

大
に

評
価
し

す
ぎ
て

い

る

の

で

は
な
い

か
と

い

う
疑
問
が

あ
る

。
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朝
鮮
総

督
府
が

調
査
発
行
し
た
各
種
の

朝
鮮
布
教
統

計
は
、

散
逸
し
て

全

体
を

閲
覧
す
る

こ

と
は

困
難
で

あ
っ

た
が

、

一

九
〇

八

（
明
治
四
一
）

年
か

ら
一

九
四
一

（

昭
和
一

六）

年
ま
で

の一、一
十
四

年
間
分
の

デ

ー

タ

を

入
手
で

き
た

の

で
、

原
資
料
の

数
値
デ

ー

タ

を

校
正
し
、

体
系
的
な
「

朝

鮮
布
教
統
計
表
」

を
作
成
し
た
、

統
計
項
目
は

多
岐
に

わ

た

る

が
、

本
稿

で

は

布
教
所
数、

布
教

者
数、

民
族
別
信
徒
数
に

焦
点
を
当
て

て
、

植
民

地
布
教
の

虚
像
と

実
態
を
考

察
し
て

い

き
た
い

。

　

韓

国
併
合

前
夜
か
ら
の

日

本
宗
教
に
よ

る
積
極
的
な
開

教
・

布
教
・

宣

教
に

も
か
か
わ
ら
ず

、

布
教

所
（

神
社
・

寺
院
・

教
会）

数
の

九

割
弱
は
、

朝
鮮
の

在

来
宗
教
（
日

本
以

外
の

外
国
基
督
教
含
む）

に

よ

っ

て

占
め
ら

れ

て

い

る
。

支
配

者
側
の

日

本
の

諸
宗
教
は
一

割
程

度
に

と
ど
ま

り
、

客

観
的
に

は

優
勢
な

教
勢
を

保
っ

て

い

た
わ
け
で

は

な
い

。

　
こ

の

傾
向
は

、

布
教
者
数
の

数
値
に

お
い

て

も
同

様
で

あ
り

、

朝
鮮
仏

教
の

僧
侶
数
が
全
体
の

六
割
強
を

占
め
て

い

る

こ

と

も
影
響
し
て
、

口

本

宗
教
は

す
べ

て

合
算
し
て

も
八
％

に

届
か
な
い
。

　

さ
ら
に、

各
宗
教

民
族
別
の

信
徒
数
の

割
合
を

見
る

と
、

日
本
諸
宗
教

が
ど

こ

ま
で

現
地
住

民
に

食
い

込
ん

で

い

た

の

か
ど

う
か
が
明
ら

か
に

な

る
。

信
徒
の

民

族
に

よ

る

二

極
化
が
顕
著
で

あ
る

。

朝
鮮
人
信
徒
は
朝
鮮

在
来
の

宗
教
〔
朝
鮮
外
国
基

督
教
・

朝
鮮
仏
教）

に

集
中
し

、

日

本
諸
宗

教
の

信

徒
は

ほ

ぼ

日

本
人

入

植
者
に

限
ら
れ、

朝
鮮
人
信

徒
は、

五

％

に

も
満
た
な
い

。

　

以
上
の

こ

と
か

ら
、

植
民
地
支
配
者
や

H
本
宗
教
に

よ
る

圧

倒
的
な
差

別
・

同
化
・

抑
圧
・

干
渉
・

妨
害
に

も
か

か
わ

ら

ず
、

 
朝
鮮
外
国

基
督

教
が

全

期
間
を

通
し
て

優
位
な
教

勢
を

保
ち
、

解
放

後
も

そ
の

地

位
を

継

承
す
る
、

 
「

内
地
」

宗
教
は

植
民
地

開
教
・

布
教
の

意
図
に

反
し

て
、

「

内
地

人
」

中
心

、

 
神
道
（
教

派
神
道
等）

は

「

内
地

人
」

大
半

。

神

社
強
制

参
拝
に

よ

る

劇
的

増
加
は

認
め

ら
れ
な
い

、

 
教
勢
で

は

劣
勢
で

あ
る

が

「

内

地
」

基

督
教
は

当
初
は

朝
鮮
人

信
徒
中
心

。

一

九
二

〇

年
頃

を
ピ
ー

ク

に

激
減
し、

「

内
地
人
」

信
徒
へ

移

行
、

 
朝
鮮
仏
教
は

総
督

府
・

「

内
地
」

宗
教
に

よ
る

干

渉
や

妨
害
に

か
か
わ
ら

ず
全
体
を
通
し

て
、

教
勢
を

維
持
し
て

い

る
。

　

朝
鮮
総
督
府
に
よ

る
布
教
統
計
は
、

支
配
者
側
の

デ
ー

タ

と
い

う
限

定

は

あ
り
な
が
ら、

各
宗
教
の

実
態
を
忠
実
に

反
映
し
た

も
の

に

な
っ

て

い

る
。

口
本
諸
宗
教
の

統

計
数
値
に、

朝
鮮
民
衆
の

口
本
諸
宗

教
に

対
す
る

拒
否
と

抵
抗
姿
勢
を
読
み

込
む
こ

と

は
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
な

仮
説
で

は

あ
る

ま
い

。
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